
　

昨
年
９
月
29
日
～
10
月
15
日
の

期
間
で
、
市
内
６
地
区
（
稲
生
沢
、

下
田
、
朝
日
、
稲
梓
、
浜
崎
、
白

浜
）
を
会
場
に
、
市
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

質
問
等
に
対
し
、
当
日
お
答
え
し

た
内
容
も
含
め
、
ま
と
め
て
い
ま

す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
表
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
一
部
に
つ
い
て
、
主
な
内
容

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

国
際
交
流
・
教
育
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
目
標
や
英
語
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て

小
中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
に
よ
る
授
業
や
大
学
連

携
先
の
玉
川
大
学
、
上
智
大
学
の

学
生
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
黒
船
祭
に
お
い
て
米
海
軍

水
兵
と
の
交
流
も
継
続
し
て
い
る
。

テ
ス
ト
の
点
数
を
取
る
こ
と
よ
り

も
、
英
語
に
興
味
を
持
ち
、
親
し

む
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。

危
機
管
理

危
機
管
理

攻
め
の
防
災
に
つ
い
て

防
災
対
策
は
、
発
災
後
の
対
応
を

検
討
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
事
前

に
対
策
す
る
こ
と
で
減
災
に
つ
な

げ
、
迅
速
な
復
旧
を
目
指
す
考
え
。

事
前
準
備
等
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
周
知
方
法
は
？

発
災
時
の
情
報
伝
達
は
、
大
き
な

課
題
。
丁
寧
に
進
め
て
い
く
し
か

な
い
。
最
終
的
に
は
一
人
一
人
の

行
動
が
重
要
で
、
避
難
行
動
や
避

難
場
所
・
避
難
所
で
の
共
助
を
意

識
す
る
よ
う
伝
え
て
い
く
。

７
月
30
日
の
津
波
警
報
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
様
々
な
問
題
点
が

あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
対

す
る
対
策
は
？

市
民
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
迅
速

な
避
難
行
動
が
見
ら
れ
た
一
方
、

駅
に
滞
留
し
た
観
光
客
の
避
難
誘

導
や
公
共
交
通
機
関
の
運
行
停
止

情
報
の
周
知
に
混
乱
が
生
じ
て
い

た
と
認
識
し
て
い
る
。
避
難
所
へ

の
観
光
客
の
収
容
は
困
難
な
た
め
、

基
本
的
に
は
地
域
外
へ
の
帰
宅
を

促
す
方
針
を
と
り
、
バ
ス
で
修
善

寺
駅
ま
で
送
迎
、
宿
泊
希
望
者
に

は
ホ
テ
ル
へ
行
く
よ
う
手
配
し
た
。

警
報
発
令
時
の
情
報
伝
達
に
つ
い

て
は
、
改
善
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
現
在
、
伊
豆
半
島
広
域
防
災

協
議
会
で
情
報
連
携
や
公
共
交
通

機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

始
め
て
い
る 

。「
自
助
」
が
原
則

と
し
つ
つ
、
市
民
へ
の
啓
発
が
課

題
で
あ
る 

。
ま
た
、
避
難
所
の

居
住
性
能
（
暑
さ
・
寒
さ
対
策
）

の
改
善
を
今
後
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
今
年
度
調
査
を
開
始
し
た
。

避
難
所
と
な
る
稲
梓
小
学
校
体
育

館
に
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

当
面
は
簡
易
ト
イ
レ
や
ト
イ
レ

カ
ー
で
の
対
応
が
想
定
さ
れ
る
が
、

避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

災
害
関
連
死
に
も
直
結
す
る
た
め

重
視
し
て
い
き
た
い
。

観
光
地
と
し
て
ペ
ッ
ト
連
れ
の
観

光
客
も
多
く
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト

と
の
同
伴
避
難
な
ど
、
避
難
所
の

受
入
体
制
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
の
自
主
防
災
組
織
が
定
め
る

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
お

り
、
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

取
扱
い
に
つ
い
て
も
、
各
組
織
で

考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

津
波
発
生
時
の
避
難
に
つ
い
て
、

田
牛
・
吉
佐
美
地
区
の
二
次
避
難

所
が
遠
方
の
大
賀
茂
小
学
校
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
朝
日
小
学
校
や

朝
日
公
民
館
等
の
公
共
施
設
を
避

難
所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

田
牛
・
吉
佐
美
地
区
は
、
地
区
内

の
大
部
分
が
津
波
浸
水
区
域
内
に

あ
り
、
避
難
所
の
設
置
が
難
し
い
。

ま
た
、
津
波
浸
水
等
を
考
慮
し
た

各
施
設
の
波
力
や
漂
流
物
に
対
す

る
耐
久
性
を
考
慮
し
た
上
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
状
で
は
指

定
避
難
所
へ
の
避
難
と
な
る
。
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市
政
懇
談
会
を

市
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

〈
問
合
せ
先
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企
画
課
秘
書
広
報
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
㉒
２
２
１
２

子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

図
書
館
・
中
央
公
民
館
の
再
整
備

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

市
内
の
公
共
施
設
の
規
模
や
人
口

減
少
に
伴
う
利
用
者
数
の
減
少
等

を
考
慮
し
、
公
民
館
と
図
書
館
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
の
運
営
が
最

適
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
意
見
も

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

下
田
保
育
所
の
跡
地
活
用
に
つ
い

て
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
的

機
能
を
持
つ
、
子
ど
も
が
涼
し
く

遊
べ
る
場
所
と
し
て
は
ど
う
か
？

現
在
、
こ
ど
も
園
と
保
育
所
の
合

併
を
先
に
進
め
て
い
る
。
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生
通
学
費
補
助
の
検
討
状
況

に
つ
い
て

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
、
市
Ｈ

Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。
７
割
が
賛

成
で
あ
る
が
、
反
対
や
条
件
付
き

賛
成
の
方
も
い
た
。
そ
う
い
っ
た

意
見
へ
の
配
慮
も
必
要
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、
制
度
設
計
に
向
け

た
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

終
戦
80
年
を
迎
え
、
戦
争
関
連
史

跡
等
を
整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
へ

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
べ
き
。

子
ど
も
た
ち
が
戦
争
を
学
ぶ
機
会

の
創
出
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

10.07　稲梓地区
＠基幹集落センター
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10.03　朝日地区
＠朝日小学校体育館

都
市
基
盤
整
備

都
市
基
盤
整
備

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
工
事
に
よ

り
、
国
道
４
１
４
号
の
交
通
量
が

増
加
し
、
特
に
大
型
車
に
よ
る
道

路
の
傷
み
や
騒
音
が
住
民
生
活

に
影
響
を
与
え
て
い
る 

。
国
道

４
１
４
号
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送

道
路
で
も
あ
る
た
め
、
整
備
強
化

の
要
望
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

現
在
の
河
津
逆
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
10

km
区
間
を
、「
今
後
10
年
以
内
」

の
完
成
を
目
標
に
国
へ
要
望
活
動

を
し
て
い
る
。
国
道
４
１
４
号
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
管
理
者

の
県
に
要
望
し
て
い
く
。

（
仮
称
）
下
田
北
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
は
？

現
在
は
、
整
備
範
囲
の
検
討
と
地

権
者
の
意
向
確
認
を
進
め
て
い
る
。

地
域
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、
必

要
な
機
能
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

東
本
郷
庁
舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

避
難
タ
ワ
ー
機
能
を
有
し
た
立
体

駐
車
場
等
と
し
て
は
ど
う
か
？

昨
年
度
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も
同
様
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
様
々
な
可
能
性
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
、
夜
間

に
タ
ク
シ
ー
が
少
な
く
、
食
事
へ

出
る
と
帰
っ
て
来
れ
な
い
と
聞
く
。

補
助
金
を
出
し
て
、
夜
遅
く
ま
で

動
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
夜
の

タ
ク
シ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
、
市

Ｈ
Ｐ
で
周
知
も
必
要
で
な
い
か
？

課
題
解
決
に
向
け
て
、
公
共
交
通

だ
け
で
検
討
し
て
く
の
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
福
祉
や
観
光
と
も

掛
け
合
わ
せ
、
従
来
型
と
は
異
な

る
別
の
概
念
で
考
え
て
い
き
た
い
。

今
後
、
県
と
連
携
し
て
事
業
所
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
の
活
用
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
、
空
き
時
間

に
利
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ

の
結
果
を
見
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
今
後
も
関
係
各
所
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

毎
年
度
各
地
区
か
ら
提
出
し
て
い

る
修
繕
や
原
材
料
費
支
給
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
、
全
体
の
対
応

状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

建
設
課
所
管
で
は
３
～
４
割
程
度

の
対
応
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

要
望
に
対
す
る
対
応
を
と
り
ま
と

め
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

観
光
・
産
業
・

観
光
・
産
業
・

雇
用
・
移
住
促
進

雇
用
・
移
住
促
進

ソ
フ
ト
面
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

観
光
客
向
け
に
多
言
語
対
応
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
に
よ

る
様
々
な
需
要
に
対
し
て
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

耕
作
放
棄
地
を
集
積
し
、
新
規
就

農
者
へ
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

農
地
バ
ン
ク
等
の
制
度
を
積
極
的

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
就
農
者

を
増
や
す
た
め
″
稼
げ
る
〟
農
業

な
ど
研
究
し
て
い
き
た
い
。

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
県
に
医
師
派
遣
要
望
を
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

状
況
は
ど
う
か
。

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

賀
茂
地
域
の
二
次
救
急
病
院
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
二
次
救
急
の
体
制
維
持

と
医
師
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
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全文は市 HP より

そ
の
他

そ
の
他

「（
仮
称
）
下
田
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｖ
」
に
つ
い
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
的
な
取
組
み
は
？

「
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
の

投
資
と
考
え
て
い
る
。
各
地
域
に

お
い
て
地
域
性
を
育
み
、
黒
船
祭

等
を
通
じ
て
国
際
性
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
。「
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
稲
梓
地
域

で
は
「
稲
梓
地
域
活
性
化
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
方
々
や

民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。「
攻
め
の
防
災

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、今
後
（
仮

称
）
下
田
北
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
整
備
が

進
む
中
で
、
稲
梓
地
域
が
伊
豆
半

島
の
防
災
拠
点
を
繋
ぐ
結
節
点
に

な
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
見
越
し
た
検
討
も
行
っ
て

い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
？

今
年
度
は
４
億
円
台
と
微
減
傾
向
。

宿
泊
券
な
ど
の
返
礼
品
に
対
応
す

る
現
地
型
決
済
の
導
入
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

市
の
財
政
に
つ
い
て
、
今
後
赤

字
が
続
く
状
況
に
あ
る
の
か
。 

対
策
と
し
て
人
件
費
を
削
減
し
て

い
る
の
か
？

経
費
削
減
に
努
め
て
い
る
が
、
近

年
の
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇

等
に
よ
り
歳
出
が
増
加
傾
向
。
一

方
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
等
の

社
会
構
造
の
変
化
に
伴
う
税
収
減

等
に
よ
り
、
歳
入
は
減
少
し
て
い

る
。
国
が
定
め
る
財
政
健
全
化
指

標
に
お
い
て
指
摘
を
受
け
て
い
る

状
況
で
は
な
い
が
、
早
期
の
取
組

み
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
人

件
費
の
削
減
は
、
職
員
の
就
労
意

欲
の
低
下
や
新
規
の
職
員
採
用
等

で
困
難
な
状
況
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
最
後
の
手
段
」

と
し
て
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で

は
検
討
す
る
段
階
で
は
な
い
と
判

断
し
て
い
る
。
ま
た
、「
稼
ぐ
ま

ち
へ
の
転
換
」
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
強
化
や
公
共
施
設
の
利

活
用
の
検
討
、
目
的
税
の
導
入
、

施
設
使
用
料
の
受
益
者
負
担
額
の

検
討
等
を
行
っ
て
い
く
。

10.10　浜崎地区
＠浜崎小学校体育館

10.15　白浜地区
＠白浜小学校体育館

10.02　下田地区
＠市民文化会館大会議室

09.29　稲生沢地区
＠稲生沢小学校体育館
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